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論文内容の要旨

本論文は沿岸域の土砂環境の維持管理に有効な基礎資料を得るために，水理実』験と現地河口の実測データの解析を

行い，波，海浜流，河川流が河口周辺の地形変動に及ぼす影響，河口砂州の形成・崩壊機構および崩壊土砂の海域へ

の輸送，堆積機構を明らかにすると同時に河口砂州の形成および崩壊過程の数値予測手法の確立を行ったものであり，

7 章から構成されている。

第 1 章では，本研究の背景，目的，および、論文の構成について述べるとともに，沿岸域の土砂収支および河口問題

に関する既往の研究の総括を行い，その問題点を抽出している o

第 2 章では，日本各地の主要42河川の文献・資料調査結果に基づいて，流域・河口地形，河口砂州の崩壊実態，海

岸侵食実態の把握および河口地形の分類を行っている o

第 3 章では，異なる河口水深を有する初期地形からの波と海浜流による河口砂州形成過程および波浪と河川流を同

時に作用させた平面 2 次元水理実験を行い，河口砂州の形成および砂州の伸延による河口閉塞に及ぼす河川流の影響

について検討を行っている O また，数値モデルによる河口砂州、|形成の再現計算を行い，数値モデ、ルの適用性を検討し

ている。

第 4 章では，継続時間と増加率が異なる模擬洪水流および模擬洪水流と波が同時に作用する場合の河口砂州の崩壊

実験を行い，砂州崩壊形態と水理量の関係および流量継続時間，流量増加率，砂州高，関口幅，波浪が砂州崩壊に及

ぼす影響について検討している。また，実験結果に基づいて， 3 次元水深変化モデルによる砂州崩壊過程の数値計算

手法の構築を行い，その適用性を明らかにしている o

第 5 章では，一級河川由良川における 1964年""1984年の過去20年間の河口周辺地形データと河川流量データを用い

て，河口周辺の土砂収支，河口部の貯砂源としての役割，河口砂州、|の形成・崩壊に伴う土砂量変化と河川流量の関係，

沿岸域の土砂環境に及ぼす河川流量の影響，河口砂州、|の形成・崩壊前後の地形データの解析による河口周辺地形変化

の特性，崩壊した土砂の海域で、の堆積特性について検討を行っている o また，第 4 章で用いた数値モデルによる由良

川河口砂州の形成と崩壊過程の計算を行い，数値モデ、ルの現地河口への適用性を検討している。

第 6 章では，沿岸域の利用と維持管理に対する考え方および土砂生産量，供給量の算定方法について考察している。

また，由良川沿岸域の土砂問題の実態を検討し，望ましい土砂環境のイメージとそれを創出するために必要となる事

項について検討を行っている O
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第 7 章では，本研究で得られた主な結果をとりまとめた。

論文審査の結果の要旨

本論文は沿岸域に対する利用・開発・防災・環境保全の調和といった最近の考え方の下で，河川，河口，海域を含

む沿岸域全体の土砂環境の維持管理を計画する上で有効な基礎資料を得ることを目的としているo そのために，文献

調査，水理実験，現地河口の実浪IJデータの解析を行い，波，海浜流，河川流が河口周辺の地形変動に及ぼす影響，河

口砂州、|の形成・崩壊機構および、崩壊土砂の海域への輸送，堆積機構を明らかにすると同時に，河口砂州、|の形成および

崩壊過程の数値予測手法の確立を行っている。主な成果は以下の通りであるo

(1)全国の代表的な42河川を対象として既往の資料・文献調査を行い， 日本の河川の流域・河口地形の特性，河口砂

州の崩壊実態，河口周辺の海岸侵食実態および河口地形の分類を行っている。その結果，河口問題の解決のため

には，波浪特性のみならず，河川流域内の流量・地形特性の詳細な検討が必要であることを明らかにしているO

(2)河口水深の異なる平面 2 次元水理実験を行い，波および、海浜流による河口砂州、|の形成機構について，また，河口

砂州の形成および河口閉塞に及ぼす河川流の影響についても検討を行っている。一方， 3 次元水深変化数値モデ

ルを実験に適用した結果，波・流れと地形変化の相互干渉を考慮することによって小規模の砂州から完全閉塞に

至るまでの砂州形成が再現できることを明らかにしている o

(3)河道，河口計画を立てる際に必要となる知見を得るために，流量継続時と流量増加率が異なる模擬洪水のみの場

合および、模擬洪水と波が同時に作用する場合の砂州崩壊実験を行い，砂州崩壊形態と水理量の関係および流量継

続時間，流量増加率，砂州高，関口幅，波浪が砂州崩壊に及ぼす影響について検討している。その結果，河口砂

州の崩壊形態，河口と河道上流部の水位変化などの河口砂州崩壊時の諸特性に大きく寄与しているのは流量継続

時間，流量増加率，砂州高，関口幅(崩壊前の河口流水断面積)であることを明らかにしている。 3 次元水深変

化モデルによる砂州崩壊過程の数値計算手法の構築および計算を行った結果，越流発生状況，砂州、|の主な崩壊形

態，海域での堆積形状は実験結果と一致し，数値モデルの適用性が確認できることを示している。

(4)沿岸域の土砂収支に着目して日本海に面している一級河川由良川を対象とし， 20年間の河口周辺の深浅測量デー

タと河川流量データを用いて土砂収支の算定を行い，海岸侵食の実態を調べている O また，河口部の貯砂源とし

ての役割，河口砂州の形成・崩壊に伴う土砂量変化と河川流量の関係，沿岸域の土砂環境に及ぼす河川流量の影

響，河口砂州の形成・崩壊前後の地形データの解析による河口周辺地形変化の特性， フラッシュされた土砂の海

域で、の堆積特性についても検討を行っている。その結果，由良川の河口周辺では， 1978年からは土砂収支がとれ

つつあり，顕著な海岸侵食は生じていないこと，河口砂州崩壊の限界となる河川流量が存在することを明らかに

している。数値モデルの現地河口への適用性を試みた結果，砂川、|形成過程については右岸砂州の伸張方向が現地

よりも若干沖向きになっているものの，現地スケールの数カ月間にわたる砂州形成過程が再現、で‘き， 3 次元水深

変化モデルの現地スケールへの適用性が確認されている。

(5)最後に，沿岸域の望ましい土砂環境の創出と沿岸域全体の総合的な土砂管理に必要となる事項について由良川沿

岸域を中心とした具体的な検討をしている。

以上のように，本論文は沿岸域の土砂収支に着目して河口砂州の形成・崩壊過程を水理実験と現地観測から明らか

にしようとしているo さらに， 3 次元水深変化モデルを導入して予測の可能性を追求している。これらの成果は流域

一貫の土砂収支を考える上で重要であり，沿岸域の土砂水理学への貢献度が高い。よって，本論文は博士論文として

価値あるものと認める。

円
。
n
u
d
 




